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こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
慶
長
三
年
二
月
の
「
連
歌
・
和
歌
会
書
留
」
と
慶
長
五
年

の
「
陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌
」
は
、
三
千
点
に
及
ぶ
文
書
群
、
中

な
か
の
し
ょ
う庄
新に

い

川が
わ

家け

文
書
（
以
下
、
新
川
家
文
書
と
略
す
）
の
一
つ
で
あ
る
。
同
家
の
三
代
目
当
主
新
川
盛
政
は

堺
伝
受
を
受
け
た
歌
人
・
連
歌
作
者
で
あ
り
、
多
く
の
文
芸
作
品
が
現
存
す
る
。
こ

の
う
ち
「
連
歌
・
和
歌
会
書
留
」
は
、
新
川
盛
政
が
堺
の
連
衆
と
一
座
し
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌
」
は
、
新
川
家
の
親
族
等

が
関
ヶ
原
の
合
戦
直
前
に
集
っ
て
和
歌
会
を
催
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。
新
川
家
文
書
は
個
人
所
蔵
で
、
原
本
閲
覧
が
難
し
い
う
え
、
特
に
前
者

は
虫
損
が
甚
だ
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
に
翻
刻
紹
介
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
。

【
解
題
】

Ⅰ 

慶
長
三
年
二
月
「
連
歌
・
和
歌
会
書
留
」

　

表
紙
は
柿
渋
色
、
二
五
・
五
糎
×
一
九
・
二
糎
。
外
題
、
内
題
は
な
い
。
料
紙
は
す

べ
て
楮
紙
で
、
全
二
四
丁
あ
り
、
遊
紙
は
な
い
。
虫
損
が
甚
だ
し
く
、
一
部
判
読
が
困

難
で
あ
る
。
各
丁
は
、
一
丁
に
七
行
か
ら
八
行
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
一
筆
と
推
定

さ
れ
、
百
韻
の
連
歌
三
巻
と
続
歌
十
五
首
和
歌
を
一
冊
に
収
め
て
い
る
。
百
韻
三
巻
そ

れ
ぞ
れ
の
端
作
に
は
、
賦
物
と
日
付
と
張
行
場
所
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
作
品

に
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
「
蟻
通
明
神
法
楽
連
歌
」
、
Ｂ
「
市
川
九
閑
宿
連
歌
」
、
Ｃ
「
和
歌

山
映
森
宿
連
歌
」
、
Ｄ
「
玉
津
嶋
奉
納
続
歌
十
五
首
」
と
、
私
に
記
号
と
仮
題
を
付
し

て
、
以
下
、
検
討
を
加
え
る
。

　

こ
の
う
ち
Ａ
と
Ｂ
は
、
新
川
家
文
書
の
他
に
、
大
阪
天
満
宮
文
庫
蔵
の
二
種
類
の

写
本
「
古
中
古
連
歌
千
六
百
句
」
（
れ
‐
甲
14
）
、
「
連
歌
七
百
韻
」
（
れ
５
‐
17
）
に
収
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載
さ
れ
て
い
る
。
新
川
家
文
書
本
は
、
料
紙
の
古
さ
、
筆
致
・
筆
跡
等
か
ら
み
て
、
新

川
盛
政
か
、
そ
の
周
辺
で
書
写
さ
れ
た
写
本
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
成
立
は
近
世
前
期

を
下
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
原
懐
紙
で
は
な
い
に
し
て
も
、
大
阪
天
満

宮
二
種
の
写
本
よ
り
も
古
体
に
近
い
形
を
伝
え
る
写
本
と
推
定
さ
れ
る
。
次
に
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。

Ａ
「
蟻
通
明
神
法
楽
連
歌
」

　

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
二
月
二
十
三
日
「
何
船
百
韻
」
。
端
作
に
は
「
於
宮
内
小
輔

宿
」
（
天
満
宮
写
本
二
種
で
は
「
於
新
川

0

0

宮
内
少0

輔
宿
」
）
、
「
蟻
通
明
神
へ
法
楽
」
と
あ
る
。

「
宮
内
小
輔
」
と
は
連
衆
「
盛
政
」
＝
新
川
盛
政
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
和
泉
国
日
根

郡
中
庄
（
現
大
阪
府
泉
佐
野
市
）
の
新
川
邸
で
近
郊
の
蟻
通
明
神
（
現
同
市
長
滝
）
に
法
楽
す

る
た
め
に
張
行
し
た
百
韻
で
あ
ろ
う
。
「
花
も
あ
り
と
を
し

0

0

0

0

0

い
つ
れ
か
は
つ
桜
」
と
宗

柳
が
発
句
を
詠
み
、
祐
心
が
脇
句
を
詠
む
。
第
三
は
盛
誉
が
詠
み
、
以
下
、
空
盛
・
盛

政
・
賀
月
・
頼
長
・
箕
庵
・
英
剱
・
九
佐
と
一
巡
し
、
後
に
盛
勝
が
加
わ
る
。
な
お
、

日
付
の
順
か
ら
す
る
と
、
本
来
最
後
に
収
め
ら
れ
る
べ
き
Ａ
が
最
初
に
あ
る
の
は
、
こ

の
一
冊
が
新
川
盛
政
ま
た
は
そ
の
周
辺
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

Ｂ
「
市
川
九
閑
宿
連
歌
」

　

同
年
二
月
十
九
日
「
何
人
百
韻
」
。
端
作
に
は
「
於
市
川
九
閑
宿
」
と
あ
る
。
「
和

歌
の
浦
や
松
に
残
り
の
雪
も
か
な
」
と
宗
柳
が
発
句
、
脇
句
を
亭
主
九
閑
、
第
三
を

盛
誉
が
詠
む
。
以
下
、
祐
心
・
盛
政
・
空
盛
・
宗
也
・
一
友
・
良
鉄
・
重
世
・
九
佐
と

一
巡
す
る
。
な
お
、
こ
の
百
韻
は
、
末
尾
の
五
句
が
記
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
九
五
句
で

終
わ
っ
て
い
る
が
、
大
阪
天
満
宮
写
本
二
種
も
同
じ
く
九
五
句
で
終
わ
っ
て
い
る
の

で
、
「
書
留
」
と
天
満
宮
写
本
と
も
に
同
系
統
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
満

尾
で
終
了
し
た
も
の
の
、
書
写
の
過
程
で
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
「
和
歌
山
映
森
宿
連
歌
」

　

同
年
二
月
二
十
一
日
「
何
船
百
韻
」
。
端
作
に
よ
っ
て
「
和
歌
山
森
宿
」
で
張
行
さ

れ
た
連
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宗
柳
が
「
浜
の
名
も
千
里
も
か
す
む
あ
し
た
か

な
」
と
発
句
を
詠
み
、
脇
句
を
亭
主
映
森
、
第
三
を
祐
心
が
詠
む
。
以
下
、
小
泉
・
九

閑
・
空
盛
・
盛
誉
・
盛
政
・
宗
也
・
良
鉄
・
九
佐
と
一
巡
し
、
後
に
恵
休
・
友
清
・
元

泰
・
祐
之
が
加
わ
る
。

Ｄ
「
玉
津
嶋
奉
納
続
歌
十
五
首
」

　

同
年
二
月
二
十
二
日
、
続
十
五
首
和
歌
。
部
立
は
春
一
〇
首
、
雑
五
首
。
玉
津
嶋
明

神
へ
の
法
楽
和
歌
で
あ
る
。
巻
末
に
「
陪
玉
津
嶋
神
前
当
座
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

神
前
に
て
当
座
和
歌
会
を
催
し
、
法
楽
を
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
祐
心
・
安
柄
・
盛

誉
・
九
佐
・
盛
政
・
空
盛
・
宗
柳
・
宗
也
・
良
鉄
・
頼
長
の
一
〇
名
が
和
歌
を
詠
ん
で

い
る
。

Ⅱ 
慶
長
五
年
「
陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌
」

　

料
紙
は
鳥
の
子
で
、
二
四
・
二
糎
×
八
〇
・
九
糎
。
横
長
の
八
〇
糎
を
超
え
る
一
紙

に
書
か
れ
、
本
文
は
一
筆
で
あ
る
。
保
存
状
態
は
、
総
じ
て
良
好
で
あ
る
。
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Ｅ
「
陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌
」

　

慶
長
五
年
八
月
十
五
日
、
十
五
夜
月
宴
和
歌
会
の
歌
一
〇
首
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
陪

八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌
」
と
あ
る
。
こ
の
懐
紙
は
、
一
〇
の
歌
題
で
詠
ま
れ
た

一
〇
首
を
左
右
に
分
け
て
五
番
の
歌
合
に
仕
立
て
、
「
勝
」
・
「
負
」
・
「
持
」
の
判

を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
歌
の
行
間
を
統
一
、
整
然
と
清
書
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
〇
首
に
は
行
間
の
左
右
に
本
文
と
同
筆
の
書
入
が
一
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
の

右
側
に
付
さ
れ
た
書
入
は
、
例
え
ば
「
一
番
左
」
の
歌
の
「
…
や
は
せ
ん0

」
の
「
ん
」

に
「
ぬ
歟
」
と
付
す
な
ど
、
表
現
に
関
す
る
疑
問
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、

左
側
の
書
入
は
、
行
間
が
不
統
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
か
ら
書
き
入
れ
た
と
想
定

さ
れ
る
。
左
の
書
入
の
内
容
は
、
右
の
書
入
に
対
す
る
答
え
や
、
和
歌
に
対
す
る
表

記
や
表
現
に
関
す
る
批
語
な
ど
、
作
者
に
対
す
る
指
導
的
な
内
容
の
書
入
で
あ
る
。

一
〇
首
の
題
で
詠
ま
れ
た
和
歌
を
ま
と
め
て
編
集
・
清
書
し
た
後
に
、
勝
敗
や
そ
の
理

由
等
を
判
詞
の
形
で
批
語
を
後
か
ら
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一　

連
衆

　

連
歌
会
・
和
歌
会
に
参
加
し
た
連
衆
を
一
瞥
す
る
た
め
に
、
作
品
Ａ
～
Ｅ
の
順
に

登
場
人
名
の
初
見
を
拾
っ
て
配
列
し
た
一
覧
表
の
表
１
と
、
参
会
数
や
句
・
歌
の
合
計

数
が
多
い
順
に
配
列
し
て
再
整
理
し
た
表
２
を
作
成
し
、
検
討
を
加
え
る
。

　

表
２
か
ら
明
ら
か
な
通
り
、
宗
柳
・
祐
心
・
盛
誉
・
空
盛
・
盛
政
の
五
人
に
九
左
を

加
え
た
計
六
人
は
、
「
書
留
」
す
べ
て
の
連
歌
・
和
歌
会
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
玉
津

嶋
法
楽
の
旅
に
同
行
し
た
堺
連
衆
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
九
佐
を
除
く
一
一

人
は
、
合
わ
せ
て
一
〇
以
上
の
句
・
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
良
鉄
・
宗
也
は
三
つ
の
会
、

九
閑
・
頼
長
・
英
剱
・
賀
月
は
二
つ
の
会
に
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
、
四
つ

の
会
す
べ
て
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
連
衆
に
つ
い
て
、
貞
享
五
年

序
、
畠
山
箕
山
編
の
人
名
辞
典
『
顕
伝
明
名
録
』
や
新
川
家
文
書
ほ
か
、
諸
資
料
も

併
せ
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

１ 

宗
柳

　

天
正
十
年
頃
か
ら
慶
長
六
年
に
か
け
て
堺
連
歌
壇
の
中
心
と
な
り
、
等
恵
以
後
、

宗
匠
の
役
割
を
果
た
し
た
「
連
歌
師
」
で
あ
る

（
注
１
）。
『
顕
伝
明
名
録
』
に
は
、
「
等
恵

弟
子
、
下
田
屋
」
と
あ
る
。
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
九
月
二
十
五
日
『
夢
想
連
歌
』
か

ら
、
慶
長
六
年
閏
十
一
月
二
日
の
『
何
船
百
韻
』
ま
で
の
作
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（
注
２
）。

Ａ
～
Ｄ
の
会
に
出
座
し
、
百
韻
三
巻
と
も
に
発
句
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
連
衆

の
中
で
も
中
心
的
な
人
物
で
、
宗
匠
を
つ
と
め
た
と
推
定
さ
れ
る
。
新
川
家
文
書
の

「
伝
受
次
第
」
（
１
‐
217
）
に
よ
れ
ば
、
新
川
盛
政
に
古
今
伝
受
を
し
た
人
物
と
さ
れ
、

後
述
す
る
祐
心
・
盛
誉
・
空
盛
ら
に
も
古
今
を
伝
受
し
た
と
い
う
。
小
宮
本
『
竹
林

抄
』
を
筆
写
し
、
連
歌
論
書
『
宗
柳
雑
談
聞
書
』
と
文
禄
二
年
の
独
吟
『
宗
柳
千
句
』

の
編
著
者
で
あ
る
。
『
宗
柳
雑
談
聞
書
』
に
は
「
泉
州
堺
津
十
九
屋（

座
）
の
宗
柳
」
と
あ

る
。
な
お
、
『
宗
柳
千
句
』
に
は
、
文
禄
四
年
八
月
二
十
八
日
付
の
幽
斎
合
点
と
判
詞

が
あ
る
。

２ 

祐
心

　

Ａ
～
Ｄ
の
会
に
出
座
し
て
い
る
。
堺
の
「
連
歌
師
」
。
『
顕
伝
明
名
録
』
に
は
「
本

願
寺
門
下
、
堺
住
、
号
源
光
寺
、
自
宗
柳
古
今
伝
授
」
と
あ
り
、
宗
柳
よ
り
古
今
伝
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表1　連歌会・和歌会連衆一覧表　（作品順）
A　慶長3.2.23

蟻通明神
法楽連歌

B　慶長3.2.19
市川九閑宿

連歌

C　慶長3.2.21
和歌山映森宿

連歌
連歌計

D　慶長3.2.22
玉津嶋奉納
続歌十五首

E　慶長5.8.15
八月十五夜月
宴歌合和歌

和歌計 出座
回数

宗柳 17 12 11 40 2 0 2 4
祐心 12 11 10 33 2 0 2 4
盛誉 10 12 11 33 2 0 2 4
空盛 12 11 10 33 2 0 2 4
盛政 11 8 6 25 2 2 4 5
賀月 8 0 0 8 0 2 2 2
頼長 9 0 0 9 1 0 1 2
箕庵 6 0 0 6 0 0 0 1
英剱 7 0 0 7 0 3 3 2
九佐 1 1 4 6 1 0 1 4
盛勝 7 0 0 7 0 2 2 2
九閑 0 9 9 18 0 0 0 2
宗也 0 7 9 16 1 0 1 3
一友 0 8 0 8 0 0 0 1
良鉄 0 9 9 18 1 0 1 3
重世 0 7 0 7 0 0 0 1
映森 0 0 8 8 0 0 0 1
小泉 0 0 7 7 0 0 0 1
恵休 0 0 1 1 0 0 0 1
友清 0 0 2 2 0 0 0 1
元泰 0 0 2 2 0 0 0 1
祐之 0 0 1 1 0 0 0 1
安柄 0 0 0 0 1 0 1 1
盛次 0 0 0 0 0 1 1 1
小計 100 95 100 295 15 10 25 52

表2　連歌会・和歌会連衆一覧表（出座数､連歌･和歌数順） 

連衆
B 慶長3.2.19
市川九閑宿

連歌

C 慶長3.2.21
和歌山映森宿

連歌

D 慶長3.2.22
玉津嶋奉納
続歌十五首

A 慶長3.2.23
蟻通明神
法楽連歌

E 慶長5.8.15
八月十五夜月
宴歌合和歌

出座回数 連歌･
和歌数計

『顕伝明
名録』収
載の有無

盛政 8 6 2 11 2 5 29 ○
宗柳 12 11 2 17 0 4 42 ○
祐心 11 10 2 12 0 4 35 ○
盛誉 12 11 2 10 0 4 35 ○
空盛 11 10 2 12 0 4 35 ○
九佐 1 4 1 1 0 4 7
良鉄 9 9 1 0 0 3 19
宗也 7 9 1 0 0 3 17
九閑 9 9 0 0 0 2 18
頼長 0 0 1 9 0 2 10
英剱 0 0 0 7 3 2 10
賀月 0 0 0 8 2 2 10
盛勝 0 0 0 7 2 2 9
一友 8 0 0 0 0 1 8
映森 0 8 0 0 0 1 8
重世 7 0 0 0 0 1 7
小泉 0 7 0 0 0 1 7
箕庵 0 0 0 6 0 1 6
友清 0 2 0 0 0 1 2
元泰 0 2 0 0 0 1 2
恵休 0 1 0 0 0 1 1
祐之 0 1 0 0 0 1 1
安柄 0 0 1 0 0 1 1
盛次 0 0 0 0 1 1 1

� ※出座回数と連歌･和歌数とでは､前者を優先した。
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受
を
受
け
た
と
さ
れ
る
。
東
北
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
「
古
今
大
事
」
の

奥
書
に
よ
れ
ば
、
「
右
本
者
、
夢
庵
老
師
御
自
筆
本
宗
柳
写
給
処
、
亦
書
仕
処
也
、
慶

長
七
年
十
二
月
下
旬
祐
心
判
」
と
あ
り
、
肖
柏
自
筆
本
を
宗
柳
が
写
し
、
そ
れ
を
さ

ら
に
祐
心
が
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る

（
注
３
）。
宗
柳
は
、
肖
柏
自
筆
本
を
書
写
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
写
本
を
祐
心
に
写
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
肖
柏
か
ら
宗
柳

を
経
て
祐
心
に
至
る
道
統
が
継
承
さ
れ
、
宗
柳
か
ら
祐
心
へ
と
堺
伝
受
が
継
承
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
祐
心
は
、
源
光
寺
（
現
堺
市
寺
地
町
東
）
十
世
で
あ
る
と
と
も
に
、

円
光
寺
（
現
大
阪
市
天
王
寺
区
）
五
世
で
も
あ
っ
た
浄
土
真
宗
の
僧
侶
だ
っ
た
。
円
光
寺

の
寺
歴
に
つ
い
て
記
す
最
も
古
い
史
料
「
祐
心
遺
言
状
」
に
は
、
「
屋
敷
奉
行
か
さ
ま

六
右
衛
門
と
申
仁
、
即
拙
者
之
和
歌
伝
受
の
弟
子
」
、
「
志
方
四
郎
左
衛
門
尉
と
申

仁
、
我
等
之
和
歌
伝
受
之
弟
子
」
、
「
淀
屋
个
庵
、
和
歌
道
伝
受
之
弟
子
」
と
あ
る

（
注
４
）。

大
坂
随
一
の
豪
商
、
淀
屋
个
庵
に
和
歌
道
を
伝
受
し
た
と
あ
る
が
、
『
堺
市
史
』
第
七

巻
（
別
編
）
に
は
、
祐
心
が
个
庵
に
古
今
伝
受
し
た
系
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
同
巻
349

頁
所
載
の
第
66
図
版
）
。
ま
た
、
泉
州
大
津
（
現
大
阪
府
泉
大
津
市
）
長
泉
寺
明
誓
の
和
歌
の

師
で
も
あ
っ
た

（
注
５
）。
そ
の
他
に
も
幅
広
く
和
歌
を
伝
受
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

３ 

盛
誉

　

Ａ
～
Ｄ
の
会
に
出
座
し
て
い
る
。
堺
の
「
連
歌
師
」
。
堺
天
神
の
社
僧
で
、
西
坊
を

号
し
た
と
い
う
。
『
顕
伝
明
名
録
』
に
「
堺
天
神
社
僧
、
号
西
坊
、
自
宗
柳
古
今
伝

授
、
了
休

（
イ
林
）息
」
と
あ
り
、
宗
柳
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近
年
、

田
将
樹
氏
の
論
考
に
よ
り
、
堺
天
神
松
南
院
の
院
主
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る

（
注
６
）。
新
川
盛
政
が
記
し
た
「
盛
政
駿
河
下
向
記
」
の
和
歌
や
狂
歌
等
に
合
点
を
付

し
て
お
り

（
注
７
）、
新
川
家
文
書
に
は
他
に
盛
誉
自
身
の
和
歌
・
発
句
を
記
し
た
懐
紙
が
残

る（
注
８
）。
「
台
徳
院
殿
堺
御
政
所
江
入
御
之
旧
記（

注
９
）」
に
よ
る
と
、
日
光
東
照
宮
造
営
の
た

め
、
堺
浦
よ
り
神
石
を
運
ぶ
際
、
日
光
ま
で
寺
惣
代
両
人
が
供
奉
し
、
道
中
日
々
法

楽
し
た
と
さ
れ
る
が
、
「
此
時
之
惣
代
弐
人
」
の
う
ち
一
人
が
盛
誉
だ
と
い
う
。
な

お
、
松
南
院
は
、
堺
を
詳
細
に
記
録
し
た
「
元
禄
二
年
堺
大
絵
図
」
に
描
か
れ
た
堺

天
神
社
の
中
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
（注

（
注

。

４ 

空
盛

　

盛
誉
同
様
、
Ａ
～
Ｄ
の
会
に
出
座
し
て
い
る
堺
天
神
社
の
社
僧
で
、
堺
の
「
連
歌

師
」
で
あ
る
。
『
顕
伝
明
名
録
』
に
よ
る
と
、
「
堺
天
神
南
坊
、
自
宗
柳
古
今
伝
授
」

と
さ
れ
る
。
盛
誉
同
様
、

田
将
樹
氏
に
よ
り
、
堺
天
神
吉
祥
院
の
院
主
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
吉
祥
院
も
「
元
禄
二
年
堺
大
絵
図
」
で
確
認
で
き
る
。

５ 

盛
政

　

Ａ
～
Ｅ
す
べ
て
の
会
に
出
座
し
て
お
り
、
特
に
Ｅ
の
和
歌
会
の
中
心
と
な
っ
た
人

物
で
あ
る
。
新
川
家
三
代
目
当
主
。
通
称
を
三
十
郎
と
い
い
、
根
来
寺
入
寺
期
の
法

名
を
三
慶
と
い
う
。
出
自
は
和
泉
国
中
庄
の
地
侍
三
善
家
。
永
禄
六
年
（
一
五
六
六
）

頃
、
父
三
善
盛
喜
と
母
新
川
又
七
女
と
の
間
に
生
ま
れ
、
父
と
と
も
に
中
庄
新
川
家

の
礎
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
。
十
二
歳
の
頃
に
根
来
寺
へ
入
寺
し
、
文
武
両
道
を
会

得
し
た
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
三
月
の
豊
臣
秀
吉
の
紀
州
攻
め
に
よ
る
根
来
寺

破
滅
の
後
、
秀
吉
の
弟
、
大
納
言
秀
長
に
出
仕
、
本
貫
中
庄
で
知
行
を
得
た
。
天
正
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十
九
年
、
秀
長
没
後
に
家
中
を
離
れ
て
貝
塚
（
現
大
阪
府
貝
塚
市
）
に
隠
棲
、
貝
塚
寺
内

卜
半
家
の
祖
、
卜
半
斎
了
珍
の
女
宗
貞
と
婚
姻
し
、
新
川
姓
に
改
姓
、
泉
南
地
域
に

勢
力
を
誇
っ
た
新
川
一
門
に
連
な
っ
た
。
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
頃
、
小
堀
新
介
正
次

に
登
用
さ
れ
、
宮
内
少
輔
に
任
官
し
た
。
盛
政
の
生
涯
は
、
子
息
盛
明
が
盛
政
没
後

に
追
懐
し
て
綴
っ
た
「
新
川
宮
内
少
輔
盛
政
伝
」
に
よ
っ
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
（
（注

（
注

。

　

ま
た
、
盛
政
は
堺
の
古
今
伝
受
を
受
け
、
和
歌
や
連
歌
等
の
作
品
を
残
し
た
。

『
明
翰
抄
』
所
載
の
「
堺
古
今
伝
授
之
図
」
や
『
顕
伝
明
名
録
』
に
「
佐
野
三
十
郎
、

後
宮
内
」
と
し
て
そ
の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
常
信
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
と

さ
れ
る
。
こ
の
『
顕
伝
明
名
録
』
等
の
記
載
か
ら
、
『
堺
市
史
』
な
ど
で
は
佐
野
＝
苗

字
だ
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
が
、
新
川
家
文
書
の
「
伝
受
次
第
」
（
新
川
家
文
書
１
‐
217
）
に

よ
っ
て
、
盛
政
が
宗
柳
か
ら
正
式
に
古
今
伝
受
を
受
け
た
事
実
が
確
認
で
き
た
。
前

述
し
た
通
り
、
新
川
家
文
書
に
は
、
盛
政
が
書
き
綴
っ
た
紀
行
文
「
盛
政
駿
河
下
向

記
」
ほ
か
、
和
歌
・
連
歌
等
の
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。

６ 

九
佐

　

句
数
が
少
な
い
も
の
の
、
Ａ
～
Ｃ
の
百
韻
そ
れ
ぞ
れ
の
一
巡
最
後
に
句
を
詠
み
、
Ｄ

の
玉
津
嶋
法
楽
和
歌
会
に
も
参
加
し
て
一
首
詠
ん
で
い
る
。
『
顕
伝
明
名
録
』
や
『
明

翰
抄
』
に
記
載
は
な
い
も
の
の
、
堺
連
衆
の
一
人
で
、
執
筆
を
つ
と
め
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

７ 

宗
也

　

Ｂ
・
Ｃ
の
連
歌
に
参
加
し
、
Ｄ
の
玉
津
嶋
法
楽
和
歌
会
で
も
一
首
詠
ん
で
い
る
。
詳

細
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
連
歌
・
演
能
・
雅
楽
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
と
、
天
正
四

年
九
月
二
十
五
日
「
夢
想
百
韻
」
に
等
恵
・
宗
柳
と
と
も
に
一
座
し
、
五
句
採
用
さ
れ

て
い
る
「
宗
也
」
が
み
え
る
。
こ
の
人
物
は
堺
連
衆
の
一
人
と
考
え
ら
れ
、
当
該
の
宗

也
に
あ
た
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

８ 

良
鉄

　

Ｂ
・
Ｃ
の
連
歌
に
参
加
し
、
Ｄ
の
玉
津
嶋
法
楽
和
歌
会
で
も
一
首
詠
ん
で
い
る
。
詳

細
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
連
歌
・
和
歌
会
書
留
」
か
ら
う
か
が
え
る
彼
の
動
向
は
、
宗

也
と
共
通
す
る
と
い
え
よ
う
。

９ 

九
閑

　

Ｂ
・
Ｃ
の
作
品
に
出
座
し
て
い
る
。
Ｂ
に
「
市
川
九
閑
宿
」
と
あ
り
、
脇
句
を
詠
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
亭
主
を
務
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
九
閑
宿
の
Ｂ
で
宗
柳
が
和

歌
浦
の
発
句
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
、
Ｃ
の
和
歌
山
映
森
宿
の
連
歌
に
九
閑
も
参
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
和
歌
浦
・
和
歌
山
に
近
い
紀
北
在
地
の
人
物
で
あ
ろ
う

か
。

10 
頼
長

　

Ａ
と
Ｄ
の
作
品
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
庄
新
川
家
と
玉
津
嶋
に
何
ら
か

の
関
係
を
も
つ
と
推
察
さ
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
盛
政
に
関
係
す
る
人
物
で
「
頼
」
の
字
を
名
に
も
つ
人
物
に
、
勧
進
僧
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松
室
坊
頼
真
法
印
と
い
う
人
物
が
い
る
。
頼
真
は
、
慶
長
十
五
年
八
月
の
佐
野
本
郷

惣
鎮
守
中
庄
大
宮
大
明
神
社
（
現
奈
加
美
神
社
）
の
本
殿
造
立
に
あ
た
っ
て
勧
進
を
務
め

て
い
る

（
（注

（
注

。
頼
真
は
、
元
和
元
年
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
「
詠
九
月
十
三
夜
月
和
歌
」
に

賀
月
・
盛
政
・
雅
楽
（
盛
好
、
盛
政
末
子
）
・
盛
明
（
盛
政
嗣
子
）
ら
と
と
も
に
和
歌
を
詠
ん

で
い
る
（
新
川
家
文
書
６
‐
32
）
。
頼
長
は
、
こ
の
頼
真
と
関
係
す
る
人
物
で
は
な
か
ろ
う

か
。
松
室
坊
は
「
中
家
文
書
」
永
禄
七
年
の
田
地
売
券
に
「
菩
提
谷
松
室
坊
明
喜
」
の

名
が
み
え
る
の
で
、
根
来
寺
の
子
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（注

（
注

。
頼
長
は
、
頼
真
と
同

じ
く
元
来
、
根
来
寺
僧
で
、
中
庄
な
ど
を
中
心
に
勧
進
僧
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
と

も
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
彼
が
玉
津
嶋
法
楽
に
参
加
し
た
の
は
、
同
社
の
勧
進
に
も

関
与
し
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

一
方
、
中
庄
新
川
家
の
親
族
等
で
催
さ
れ
た
Ｅ
の
月
宴
和
歌
は
別
と
し
て
、
一
つ
の

連
歌
・
和
歌
に
の
み
名
が
見
え
る
連
衆
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

の
連
衆
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
会
に
名
前
が
見
え
な
い
。

11 

映
森

　

映
森
は
、
Ｃ
で
は
「
於
和
哥
山
森
宿
」
と
あ
り
、
宿
を
提
供
し
て
亭
主
を
つ
と
め
、

宗
柳
の
「
浜
の
名
の
千
里
も
か
す
む
あ
し
た
か
な
」
と
名
所
千
里
浜
を
詠
ん
だ
発
句

に
、
脇
句
を
付
け
て
い
る
の
で
、
和
歌
山
城
下
の
人
物
と
判
明
す
る
。

12 

安
柄

　

Ｄ
の
玉
津
嶋
法
楽
和
歌
会
に
参
加
、
一
首
詠
ん
で
い
る
の
み
な
の
で
、
現
地
玉
津
嶋

社
の
関
係
者
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
他
の
連
衆
は
そ
れ
ぞ
れ
の
連
歌
が
張
行
さ
れ
た
宿
の
亭
主
に
関
わ
っ
た
在
地

の
人
々
で
、
大
別
し
て
Ａ
の
亭
主
盛
政
に
関
わ
る
人
物
（
賀
月
＝
照
誉
・
盛
勝
・
箕
庵
）
、

Ｂ
の
亭
主
九
閑
に
関
わ
る
人
物
（
一
友
・
重
世
）
、
Ｃ
の
亭
主
映
森
に
関
わ
る
人
物
（
小

泉
・
友
清
・
元
泰
・
恵
休
・
裕
之
）
に
分
け
ら
れ
よ
う
。

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
亭
主
と
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

る
の
か
考
え
る
た
め
、
Ｅ
の
新
川
家
に
関
係
す
る
参
加
者
を
事
例
と
し
て
と
り
上

げ
、
経
歴
が
わ
か
る
人
物
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
（
表
２
、
参
照
）
。

13 

賀
月

　

Ａ
と
Ｅ
に
参
加
し
て
い
る
。
賀
月
は
盛
政
実
父
で
、
三
善
盛
喜
で
あ
る
。
法
名
は
照

誉
道
慶
、
道
号
を
賀
月
と
い
い
、
Ｅ
で
は
「
照
誉
」
を
称
し
て
い
る
。
「
中
庄
村む

ら

長お
さ

」

と
さ
れ
、
中
庄
大
高
寺
（
現
泉
佐
野
市
、
大
光
寺
）
の
大
檀
那
で
も
あ
っ
た
。
妻
は
佐
野
川

新
川
家
（
新
川
一
門
総
領
家
）
二
代
一
好
息
女
（
法
名
深
誉
法
馨
妙
心
）
で
あ
り
、
嫡
子
盛
政

の
婚
姻
を
機
に
、
新
川
一
門
化
し
て
新
川
姓
を
称
し
た
。
新
川
家
文
書
に
は
賀
月
の

和
歌
懐
紙
が
残
る

（
（注

（
注

。

14 
盛
勝

　

Ａ
と
Ｅ
に
参
加
し
て
い
る
。
賀
月
の
子
息
で
、
盛
政
の
実
弟
で
あ
る
。
和
泉
国
侍
多

賀
氏
（
和
泉
下
守
護
被
官
、
奉
行
人
）
の
娘
と
婚
姻
関
係
を
結
び
、
同
氏
を
相
続
し
た
。
ま

た
、
土
佐
派
絵
師
で
も
あ
っ
た
。
彼
の
子
孫
は
、
中
庄
本
村
上
出
村
の
年
寄
筋
と
な
る
。
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15 
盛
次

　

Ｅ
の
み
に
参
加
し
て
い
る
。
賀
月
の
子
息
で
、
盛
政
の
実
弟
。
中
庄
湊
浦
平
松
氏
の

養
子
と
な
り
、
後
に
和
泉
国
人
日
根
野
氏
の
娘
と
婚
姻
し
、
同
氏
を
相
続
し
た
。
彼

の
子
孫
は
、
中
庄
本
村
上
出
村
の
庄
屋
役
を
代
々
つ
と
め
、
幕
末
に
は
画
家
日
根
対

山
を
輩
出
し
て
い
る
。

16 

英
剱

　

Ａ
と
Ｅ
に
参
加
し
て
い
る
。
英
剱
に
つ
い
て
は
、
慶
長
期
の
彼
自
身
の
書
状
が
新
川

家
文
書
に
あ
り
、
中
庄
新
川
家
に
近
し
い
浄
土
宗
の
僧
侶
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
新
川
家
文
書
16
‐
193
）
。
新
川
家
と
の
親
密
さ
か
ら
み
て
、
中
庄
の
檀
家
寺
で
、
浄
土
宗

の
中
本
山
で
あ
っ
た
大
高
寺
の
住
僧
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
、
箕
庵
に
つ
い
て
は
不
明
な
が
ら
、
右
の
四
人
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｅ
に
参

加
し
た
者
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
亭
主
新
川
盛
政
の
近
親
、
或
い
は
親
し
い
関
係
に
あ

る
僧
侶
な
ど
で
あ
っ
た
。
Ｅ
は
慶
長
五
年
九
月
の
関
ヶ
原
合
戦
の
一
ヶ
月
前
に
催
さ
れ

た
も
の
で
、
盛
政
が
出
陣
す
る
前
に
近
親
や
親
し
い
者
が
集
っ
た
、
い
わ
ば
壮
行
会
を

兼
ね
た
よ
う
な
歌
会
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
参
加
者
と
Ａ
の
連
衆
が
重
な
る
こ

と
は
多
分
に
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
、
中
庄
鎮
守
の
大
宮
社
に
関
わ
っ
た
と
思

わ
れ
る
10
の
頼
長
の
事
例
を
加
え
て
も
、
や
は
り
彼
ら
は
盛
政
の
身
近
に
い
た
血
縁

者
や
地
縁
の
関
係
者
た
ち
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
Ａ
・
Ｅ
の
新
川
家
の
場
合
を
事
例
と
す
れ
ば
、
Ｂ
や
Ｃ
に
参
加
し
た
人

物
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
亭
主
に
関
わ
り
が
深
い
在
地
の
地
縁
・
血
縁
の
人
々
だ
っ
た

と
み
な
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二　

ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
「
連
歌
・
和
歌
会
書
留
」
及
び
「
陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌
」
の
書

誌
情
報
や
内
容
を
確
認
し
、
ま
た
登
場
人
物
等
を
あ
ら
ま
し
考
察
し
て
き
た
。
総
じ

て
、
前
者
は
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
二
月
に
堺
連
衆
が
連
れ
立
っ
て
紀
州
玉
津
嶋
へ

下
向
、
そ
の
和
歌
山
滞
在
時
～
帰
路
途
中
（
同
月
十
九
日
～
二
十
三
日
）
に
張
行
さ
れ
た
玉

津
嶋
法
楽
和
歌
会
や
三
か
所
の
連
歌
会
を
ま
と
め
た
作
品
集
で
あ
り
、
後
者
は
、
中

庄
新
川
家
の
近
親
と
近
辺
地
縁
の
人
々
が
集
っ
て
催
さ
れ
た
和
歌
会
で
あ
っ
た
。

　

前
者
の
「
書
留
」
に
収
め
ら
れ
た
連
歌
会
は
、
そ
の
旅
中
に
亭
主
を
中
心
と
し
た

紀
州
和
歌
山
・
泉
南
地
域
中
庄
の
在
地
の
人
々
と
堺
連
中
と
の
連
歌
を
通
じ
た
文
化

交
流
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
玉
津
嶋
社
で
の
神
前
法
楽
和
歌
会
も
、
同
社

関
係
者
（
勧
進
僧
・
神
官
ヵ
）
を
含
む
点
で
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
慶
長
初
期
に
お
け
る
堺
連
衆
の
動
向
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
地
方
文
化
に
対
す
る
堺
連
歌
壇
の
文
化
的
役
割
も
垣
間
み
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。

　

な
お
、
近
世
の
御
所
伝
受
で
は
、
天
皇
・
上
皇
の
古
今
伝
受
終
了
後
、
玉
津
嶋
神

社
や
住
吉
大
社
等
に
勅
使
を
派
遣
、
法
楽
和
歌
の
短
冊
を
奉
納
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
が

（
（注

（
注

、
国
家
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
天
皇
・
上
皇
の
和
歌
奉
納
と
い
う

側
面
は
さ
て
お
き
、
こ
う
し
た
伝
受
終
了
後
の
玉
津
嶋
な
ど
和
歌
の
神
（
歌
神
）
へ
の

法
楽
・
和
歌
奉
納
は
、
古
今
伝
受
の
一
環
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
は
考
え
ら
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れ
ま
い
か
。
と
す
れ
ば
、
右
の
玉
津
嶋
で
の
神
前
法
楽
和
歌
は
、
堺
伝
受
（
宗
柳
）
の

道
統
を
継
ぐ
誰
か
0

0

の
古
今
伝
授
が
終
了
し
た
後
、
師
弟
の
主
だ
っ
た
者
が
連
れ
立
っ

て
玉
津
嶋
法
楽
の
た
め
に
参
詣
し
、
和
歌
奉
納
を
行
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
ま
た
、
そ
の
誰
か
と
は
、
堺
連
衆
の
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
や
前
後
の
関
連
か
ら
推

定
し
て
、
新
川
盛
政
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

次
に
、
Ｅ
の
慶
長
五
年
に
催
さ
れ
た
「
陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌
」
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
判
者
は
不
明
な
も
の
の
、
基
本
的
に
は
中
庄
新
川
家
の
近
親
や
親
し
い

僧
侶
等
が
中
秋
の
名
月
に
集
っ
て
詠
ん
だ
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ

の
日
付
が
関
ヶ
原
の
合
戦
直
前
の
ち
ょ
う
ど
一
ヶ
月
前
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
る
。
関
ヶ

原
の
合
戦
で
は
、
新
川
盛
政
は
、
主
君
で
あ
り
、
本
貫
中
庄
の
領
主
で
も
あ
る
小
堀

家
（
遠
州
正
一
の
父
新
介
正
次
）
に
従
い
、
東
軍
方
と
し
て
参
陣
し
て
い
る
。
関
ヶ
原
に
出

陣
す
る
盛
政
本
人
も
、
西
軍
方
の
本
拠
大
坂
に
近
い
泉
南
中
庄
に
残
っ
て
留
守
を
預

か
る
新
川
一
門
衆
や
親
族
た
ち
も
、
互
い
に
命
が
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
背
景
を
考
え

れ
ば
、
こ
の
歌
合
も
実
に
意
味
深
い
歌
会
で
あ
る
と
い
え
よ
う

（
（注

（
注

。

〔
注
〕

（
１
）�

木
藤
才
蔵
「
室
町
後
期
の
地
方
連
歌
」
『
連
歌
史
論
考
』
下 

明
治
書
院 

１
９
９
９
年
。

（
２
）�

島
津
忠
夫
「
連
歌
壇
か
ら
俳
壇
へ
」
『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
第
二
巻 

和
泉
書
院 

２
０
０
３
年
。

（
３
）�「
古
今
大
事
（
柿
本
人
丸
事
蹟
）
」『
東
北
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
マ
イ
ク
ロ
板
集
成
』
695
。

（
４
）�

摂
津
国
寺
院
史
料
研
究
会
「
圓
光
寺
所
蔵
祐
心
遺
言
状
に
つ
い
て
」
『
寺
内
町
研
究
』
第
３
号 

貝

塚
寺
内
町
研
究
会 

１
９
９
８
年
。

（
５
）�

前
掲
注
（
４
）
、
『
堺
市
史
』
第
五
巻 

堺
市
役
所 

清
文
堂
復
刻
版 

１
９
７
７
年
。

（
６
）�

田
将
樹
「
平
間
長
雅
の
箱
伝
受
と
『
堺
浦
天
満
宮
法
楽
百
首
和
歌
』
」
『
上
方
文
芸
研
究
』
５
号

２
０
０
８
年
、
西
田
正
宏
「
堺
と
古
今
和
歌
集
―
古
今
伝
授
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
大
阪
女
子
大
学
上

方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
第
４
号 

２
０
０
３
年
。

（
７
）�

鶴
﨑
裕
雄
「
「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
の
史
料
的
研
究
」
『
調
査
研
究
報
告
』
第
36
号 

国
文
学

研
究
資
料
館 

２
０
１
６
年
。

（
８
）�

年
未
詳
「
和
歌
三
首
并
元
旦
発
句
懐
紙
」 

新
川
家
文
書
１
‐
222
。

（
９
）�

「
台
徳
院
殿
堺
御
政
所
江
入
御
之
旧
記
」
『
堺
市
史
』
第
五
巻
276
頁 

堺
市
役
所 

清
文
堂
復
刻
版 

１
９
７
７
年
。

（
10
）�

前
田
書
店
出
版
部
編
『
元
禄
二
己
巳
歳 

堺
大
絵
図
』
前
田
書
店 

１
９
７
７
年
。

（
11
）�

近
藤
孝
敏
「
中
世
末
～
近
世
初
頭
の
「
中
庄
新
川
家
文
書
」
」
『
泉
佐
野
市
史
研
究
』
第
９
号 

泉

佐
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会 

２
０
０
３
年
。
な
お
、
盛
政
に
つ
い
て
は
、
山
村
規
子
・
大
利
直
美

「
「
難
波
草
紙
」
再
考
」
鶴
﨑
裕
雄
編
『
地
域
文
化
の
歴
史
を
往
く
』
和
泉
書
院　

２
０
１
２
年

も
、
参
照
。

（
12
）�

『
泉
佐
野
市
史
資
料
第
一
集
泉
佐
野
市
内
の
寺
社
に
残
る
棟
札
資
料
』
泉
佐
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会

１
９
９
８
年
。

（
13
）�

『
熊
取
町
史
』
史
料
編
Ⅰ
366
頁
熊
取
町
史
編
纂
委
員
会 

１
９
９
０
年
。

（
14
）
元
和
元
年
八
月
十
五
日
賀
月
道
慶
「
詠
八
月
十
五
夜
月
和
歌
」
新
川
家
文
書
１
‐
134
。

（
15
）�

鶴
﨑
裕
雄
「
解
題
―
玉
津
島
神
社
と
奉
納
和
歌
―
」
鶴
﨑
裕
雄
・
佐
貫
新
造
・
神
道
宗
紀
編
『
紀

州
玉
津
島
神
社
奉
納
和
歌
集
』
玉
津
島
神
社 

１
９
９
２
年
、
同
「
住
吉
大
社
奉
納
和
歌
と
古
今
伝

授
」
『
す
み
の
え
』
204
号 

住
吉
大
社 

１
９
９
２
年
、
同
「
古
今
伝
授
」
国
文
学
研
究
資
料
館
編

『
古
典
籍
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス
―
王
朝
文
学
を
よ
む
た
め
に
―
』
笠
間
書
院 

２
０
１
２
年
、
参
照
。

（
16
）�

鶴
﨑
裕
雄
「
関
ヶ
原
合
戦
前
夜
―
歌
合
と
続
歌
―
（
短
詩
文
芸
漫
念
筆
75
）
」
『
や
ど
り
ぎ
』
平
成
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年
３
月
号 

２
０
１
５
年
。

〔
付
記
〕�
こ
の
翻
刻
と
解
題
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
鶴
﨑
裕
雄
・
小
髙
道
子
両
先
生
に
は
懇
切
な
ご
指
導

を
給
わ
り
、
ま
た
中
庄
新
川
家
文
書
研
究
会
の
近
藤
孝
敏
・
山
村
規
子
両
氏
に
は
様
々
な
点
で
細

部
に
わ
た
る
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
所
蔵
者
の

新
川
勲
子
氏
を
は
じ
め
新
川
家
の
ご
家
族
・
ご
親
族
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
翻
刻
】

凡
例

一
、�

こ
こ
に
翻
刻
・
紹
介
す
る
資
料
は
、
「
中
庄
新
川
家
文
書
」
の
慶
長
三
年
二
月

「
連
歌
・
和
歌
会
書
留
」
（
１
‐
72
）
及
び
慶
長
五
年
「
陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合

和
歌
」
（
１
‐
183
）
で
あ
る
。

一
、�

「
連
歌
・
和
歌
会
書
留
」
の
校
合
に
は
、
二
種
の
大
阪
天
満
宮
文
庫
写
本
「
古
中

古
連
歌
千
六
百
句
」
（
れ
甲
‐
14
）
・
「
連
歌
七
百
韻
」
（
れ
５
‐
17
）
を
用
い
た
。

異
同
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
右
傍
に
（
煩
雑
な
場
合
は
※
印
を
付
し
て
本
文
の
下
に
）
、
そ

れ
ぞ
れ
〔
甲
〕
・
〔
れ
〕
或
い
は
〔
甲
・
れ
〕
と
略
し
て
示
し
、
異
同
を
（ 

）
内

に
表
示
し
た
。
た
だ
し
、
語
意
に
違
い
が
あ
る
場
合
や
、
破
損
箇
所
の
文
字
比
定

な
ど
の
場
合
を
除
き
、
煩
雑
に
な
る
の
で
、
漢
字
と
仮
名
の
置
き
換
え
に
つ
い
て

は
省
略
し
た
。

一
、�

人
名
の
比
定
等
に
つ
い
て
は
、
最
小
限
で
（ 

）
内
に
示
し
、
傍
注
を
補
足
し

た
。

一
、�

漢
字
は
原
則
と
し
て
、
現
行
通
用
の
字
体
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
原
文
の
雰
囲
気

を
伝
え
る
た
め
、
一
部
旧
字
体
･
異
体
字
を
残
し
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
仮
名

は
変
体
仮
名
を
用
い
ず
、
通
常
、
片
仮
名
と
す
る
字
体
も
含
め
て
、
平
仮
名
で
統

一
し
て
表
記
し
た
。

一
、�
虫
損
や
摩
滅
、
抹
消
等
で
判
読
不
可
能
な
場
合
は
□
□
或
い
は
［ 

］
で
示
し

た
。
ま
た
、
抹
消
部
分
（
ミ
セ
ケ
チ
部
分
）
に
は
左
傍
に
「
〃
」
を
附
し
て
表
示
し

た
。

一
、�

丁
移
り
は
、
各
丁
表
裏
の
冒
頭
行
の
下
部
に
（
一
丁
オ
）
の
よ
う
に
示
し
た
。
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１ 
慶
長
三
年
二
月
「
連
歌
・
和
歌
会
書
留
」

�

（
一
丁
オ
）

　
　
　

何
船   
慶〔

甲
・
れ
〕長
□（

三
年
）□
二
月
廿
三〔

甲
・
れ
〕日
於（

於
新
川
宮
内
少
輔
宿
）

宮
内
小
輔
宿 

　
　
　
　
　
　

 
蟻
通
大
明
神
へ
法
楽　

   

（
新
川
盛
政
）　

花
も
あ
り
と
を
し
い
つ
れ
か
は
つ
桜	

宗
（
下
田
屋
）柳

は
や
し
木
ふ
か
く
梅
に
ほ
ふ
春	

祐
心

雪
か
す
む
山
す
そ
小
野
に
鳥
鳴
て	

盛
誉

た
ひ
人
い
つ
る
月
は
有
明	

空
盛

秋
か
せ
や
か
り
ね
の
夢
を
さ
そ
ふ
ら
ん	
盛

（
新
川
）政

一
む
ら
う
す
く
す
ゝ
き
散
し
く	
賀（

道
慶
）月

い
つ
の
間
に
か
は
り
も
や
す
る
虫
の
声	

頼
長

し
く
れ
て
け
さ
は
す
く
る
を
ち
か
た	

箕
庵�

（
一
丁
ウ
）

ほ
う
ら

と
も
な
く
雲
は
は
れ
行
冬
の
日
に	

英
剱

柴
お
ひ
か
へ
る
袖
の
寒
け
さ	

九
佐

は
け
し
く
も
山
は
嵐
に
暮
初
て	

祐
心

い
ほ
り
あ
は
れ
に
見
ゆ
る
谷
の
戸	

盛
（
多
賀
）勝

か
け
は
し
や
ふ
り
て
徃
来
の
た
え
ぬ
ら
ん	

空
盛

み
ち
は
こ
け
地
に
寺
そ
奥
あ
る	

宗
柳

を
ろ
か
に
も
月
を
こ
ゝ
ろ
の
恨
に
て	

賀
月

ま
く
ら
し
ほ
る
ゝ
夜
な
〳
〵
の
露	

盛
政�

（
二
丁
オ
）

い
と
ゝ
し
く
秋
や
か
な
し
き
我
か
思
ひ	

箕
庵

舟
路
の
末
の
は
る
か
な
る
空	

頼
長

い
つ
く
を
か
都
の
山
と
か
へ
り
見
ん	

宗
柳

か
す
み
に
こ
ゆ
る
し
ら
川
の
関	

盛
誉

一
え
た
を
た
を
る
お
し
む
な
花
の
宿	

盛
勝

こ
ゝ
ろ
の
と
か
に
め
く
る
さ
か
つ
き	

英
剱

け二
　

ふ
ま
れ
の
あ
ら
れ
は
し
り
を
思
へ
と
や	

盛
誉

め
し
に
し
た
か
ひ
あ
ふ
き
み
る
影	

頼
長�

（
二
丁
ウ
）

ほ
と
く
に
す
ゝ
み
も
て
行
つ
か
さ
に
て	

盛
政

う
き
事
は
た
ゝ
身
ひ

〔
甲
・
れ
〕と
り（

つ
）
の
う
へ	

宗
柳

物
お
も
ふ
夕
よ
秋
と
月
も
し
れ	

盛
誉

荻
の
を
と
に
も
袖
は
ぬ
れ
け
り	

祐
心

ふ
る
さ
と
の
梢
の
し
た
葉
か
つ
ち
り
て	

宗
柳

露
し
く
れ
ゆ
く
空
そ
さ
ひ
し
き	

空
盛

や
ゝ
さ
む
し
雲
に
嵐
や
す
さ
ふ
ら
ん	

盛
勝

尾
上
の
い
つ
こ
鐘
ひ
ゝ
く
暮	

箕
庵�

（
三
丁
オ
）

分
来
つ
ゝ
行
ゑ
を
お
も
ふ
初
瀬
路
に	

空
盛

い
の
り
し
は
た
ゝ
か
ひ
あ
れ
と
の
み	

宗
柳

書
を
く
る
其
こ
と
の
葉
は
た
か
は
め
や	

英
剱

人
は
な
に
を
か
ふ
し
と
な
し
ぬ
る	

祐
心

か
二
う
ら

た
い
と
の
よ
る
〳
〵
待
を
と
ひ
も
せ
て	

宗
柳

ね
さ
め
な
ら
ひ
し
あ
か
つ
き
の
鳥	

盛
政

ゆ
み
は
り
の
月
は
雲
に
も
残
る
ら
ん	

頼
長
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き
り
間
に
と
を
き
高
円
の
山	

盛
誉�

（
三
丁
ウ
）

行
て
見
ん
小
萩
か
も
と
の
露
の
暮	

空
盛

つ
ゝ
く
を
し
か
の
こ
ゑ
そ
さ
か
し
き	

賀
月

狩
人
に
い
か
り
猪
と
て
も
お
そ
る
ら
し	

祐
心

い
し
に
い
る
矢
も
た
つ
と
し
そ
聞	

盛
政

お
も
へ
と
も
心
の
お
く
は
か
た
か
れ
や	

頼
長

忍
ひ
て
か
よ
ふ
み
ち
あ
ら
ま
ほ
し	

宗
柳

い
と
ひ
て
も
い
と
ひ
か
ぬ
る
は
浮
世
に
て	

盛
勝

花
に
し
あ
ら
き
春
の
山
か
せ	

空
盛�

（
四
丁
オ
）

さ
く
ら
さ
く
其
お
も
か
け
や
残
り
け
ん	

賀
月

か
す
み
の
う
ち
に
な
ひ
く
白
雲	
祐
心

か三

へ
り
ゆ
く
鴈
の
一
つ
ら
う
ち
鳴
て	
盛
三

な〔
甲
〕に
か

（
の
）

う
へ
に
も
旅
や
物
う
き	

英
剱

ま
た
な
れ
ぬ
野
路
の
か
り
ふ
し
磯
枕	

宗
柳

岩
う
つ
な
み
そ
玉
に
く
た
く
る	

頼
長

千
々
に
お
も
ふ
心
や
よ
そ
に
も
れ
つ
ら
ん	

盛
政

た
の
め
し
中
も
つ
ら
く
な
り
に
き	

宗
柳�

（
四
丁
ウ
）

い
ひ
さ
け
ぬ
た
か
さ
か
し
ら
の
み
た
れ
か
み	

箕
庵

わ
か
れ
つ
る
よ
り
お
も
か
け
に
た
つ	

祐
心

し
の
ゝ
め
の
月
に
残
り
し
夜
半
の
雲	

宗
柳

山
松
か
え
に
か
ゝ
る
う
す
霧	

盛
政

を
く
露
に
色
つ
き
け
り
な
つ
た
紅
葉	

祐
心

宇
冶
て
ふ
さ
と
も
み又

や
〃

と
は
ま
し	

宗
柳

わ
ひ
つ
ゝ
も
す
む
わ
か
庵
を
人
も
し
れ	

空
盛

ひ
く
ね
も
よ
は
き
あ
つ
ま
こ
と
の
を	

盛
勝�

（
五
丁
オ
）

ね
（
三
う
ら
）た
む
に
も
笛
に
心

〔
甲
・
れ
〕や
あ（

か
）は
す
ら
ん	

盛
誉 

ひ
と
り
は
と
か
し
む
す
ふ
下
ひ
も	

頼
長

は
ち
か
は
す
思
ひ
に
い
と
ゝ
あ
く
か
れ
て	

賀
月

か
た
ら
ひ
は
か
な
い
は
け
な
き
と
ち	

宗
柳

都
出
て
す
み
や
は
つ
へ
き
遠
つ
国	

盛
政

身
に
た
の
ま
ん
は
み
よ
し
の
ゝ
奥	

空
盛

引
か
へ
て
た
ゝ
あ
ら
ま
し
の
墨
の
袖	

英
剱

花
の
こ
ろ
も
に
な
れ
し
を
は
見
つ	

祐
心�

（
五
丁
ウ
）

さ
ほ
姫
の
霞
の
う
ち
に
月
見
え
て	

賀
月

春
の
く
れ
こ
め
か
へ
る
鷹
人	

盛
政

す
む
里
は
山
を
か
け
た
る
水
無
瀬
河	

宗
柳

す
ゝ
し
さ
い
か
に
お
つ
る
瀧
な
み	

盛
誉

五
月
雨
の
雲
は
こ
と
さ
ら
打
つ
ゝ
き	

箕
庵

か
ほ
り
て
ふ
か
し
あ
ふ
ち
さ
く
陰	

祐
心

も
な
　

と
む
る
に
得
か
た
き
法
と
お
も
ふ〔

甲
・
れ
〕な
□（

よ
）	

空
盛

こ
ろ
も
に
え
や
は
玉
も
な
か
ら
ん	

宗
柳�

（
六
丁
オ
）

う
き
は
た
ゝ
人
を
見
ぬ
め
の
わ
か
涙	

盛
誉

く
も
り
し
月
に
君
は
来
ま
さ
す	

英
剱

長
夜
を
ね
や
へ
も
い
ら
て
待
わ
ひ
ぬ	

頼
長
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き
か
は
や
と
の
み
初
か
り
の
こ
ゑ	

祐
心

村
鳥
の
わ
た
る
そ
の
ふ
は
露
ふ
か
み	

盛
勝

草
葉
も
色
に
此
こ
ろ
の
あ
き	

空
盛

山
も
と
の
田
つ
ら
に
残
る
入
日
影	

宗
柳

う
ち
つ
れ
行
も
い
そ
か
れ
そ
す
る	

頼
長�

（
六
丁
ウ
）

引
す
つ
る
雲
は
は
る
か
に
へ
た
つ
ら
ん	

賀
月

そ
よ
き
た
ち
ぬ
る
木
か
ら
し
の
風	

盛
勝

な
ら
柴
に
見
れ
は
あ
ら
れ
の
打
ち
り
て	

盛
誉

わ
ひ
し
ら
ま
し
ら
さ
け
ふ
あ
は
れ
さ	

盛
政

西
う
ら

川
や
あ
り
し
御
幸
の
あ
と
な
ら
ん	
祐
心

さ
か
の
お
く
に
も
み
ち
は
残
り
ぬ	
宗
柳

世
々
ま
て
も
よ
む
も
尽
せ
ぬ
家
の
ま
き	

英
剱

影
き
よ
か
れ
や
窓
の
と
も
し
火	

□

〔
甲
・
れ
〕
（
空
盛
）□�

（
七
丁
オ
）

心
に
し
い
む
て
ふ
事
の
た
え
や
ら
す	

盛
政

は
ら
へ
と
も
又
お
ほ
ふ
う
き
雲	

箕
庵

花
か
く
す
霞
を
袖
に
山
わ
け
て	

盛
誉

ほ
か
ら
か
に
し
も
あ
そ
ふ
春
の
日	

賀
月

宗
柳　

十
七　
　

祐
心　

十
二　
　

盛
誉　

十

空
盛　

十
二　
　

盛
政　

十
一　
　

賀
月　

八

頼
長　

九　
　
　

箕
庵　

六　
　
　

英
剱　

七

盛
勝　

七　
　
　

九
佐　

一�

（
七
丁
ウ
）

　
　
　

何
人   

慶
長
三
年
二
月
十
九
日 

　
　
　
　
　
　

 

於
市
川
九
閑
宿

和
歌
の
浦
や
松
に
残
り
の
雪
も
か
な	

宗
柳

あ
し
辺
の
田
鶴
の
長
閑
な
る
声	

九
閑

み
つ
し
ほ
に
か
す
め
る
月
の
う
つ
り
き
て	

盛
誉

夕
日
す
く
な
き
山
き
は
の
道	

祐
心

さ
と
遠
き
旅
の
向
後
の
一
時
雨	

盛
政

し
は
し
ま
く
さ
を
野
に
か
へ
る
袖	

空
盛

そ
こ
と
し
も
き
ゝ
は
わ
か
れ
す
虫
鳴
て	

宗

〔
甲
・
れ
〕
（
也
）□

身
に
し
む
は
か
り
空
の
あ
き
風	

一

〔
甲
・
れ
〕
（
友
）□�

（
八
丁
ウ
）

を
く
露
や
す
ゝ
き
か
本
も（

マ
マ
）と
に
乱
る
ら
ん	

良
鉄

き
り
た
ち
わ
た
り
暮
そ
ふ
か
む
る	

重
世

月
し
ろ
は
見
え
て
も
を
そ
き
山
の
は
に	

九
佐

う
き
か
り
枕
い
ま
や
わ
か
れ
ん	

宗
柳

浅
か
ら
ぬ
人
香
は
袖
に
つ
ゝ
み
も
て	

九
閑

忍
ふ
も
わ
か
名
よ
そ
に
も
れ
ま
し	

盛
誉

花
に
と
ふ
ゆ
か
り
に
は
あ
ふ
草
の
庵	

祐
心

う
き
世
の
春
に
の
こ
る
あ
ら
ま
し	

盛
政�

（
九
丁
オ
）

か
へ
ら
ん
を
お
し
み
そ
き
つ
る
天
つ
雁	

空
盛

す
む
や
ま
ふ
か
く
引
や
か〃

〃ら
こ
と
さ
ら	

宗
也

岩
か
き
の
し
け
れ
る
も
た
ゝ
水
こ
え
て	

一
友

布
さ
ら
す
や
と
見
ゆ
る
川
つ
ら	

良
鉄
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ね
ら
れ
す
も
あ
ら
し
な
か
ら
に
明
は
な
れ	

重
世

冬
の
夜
か
な
し
木
葉
ち
る
を
と	

祐
心

な
二
　

み
た
た
ゝ
も
ろ
く
な
り
行
手
枕
に	

宗

〔
甲
・
れ
〕
（
柳
）□

月
を
か
た
み
の
き
ぬ
〳
〵
の
あ
と	

空

〔
甲
・
れ
〕
（
盛
）□�

（
九
丁
ウ
）

声
に
な
を
な
く
さ
め
か
ね
つ
き
り
〳
〵
す	

盛
政

山
下
小
萩
う
つ
ろ
へ
る
比	

九
閑

し
ら
き
く
や
秋
を
ふ
か
め
て
匂
ふ
ら
ん	

盛
誉

吹
あ
け
と
を
く
け
ふ
る
露
霜	

宗
也

詠
れ
は
波
も
な
く
さ
の
浦
つ
た
ひ	

良
鉄

あ
け
て
小
舟
そ
さ
し
う
か
へ
た
る	

一
友

す
さ
ひ
つ
る
嵐
も
風
に
よ
は
る
ら
ん	
盛

〔
甲
・
れ
〕
（
政
）□

う
ら
み
や
ら
し
の
心
と
を
し
れ	
□

〔
甲
・
れ
〕
（
重
世
）□�

（
十
丁
オ
）

玉
つ
さ
に
見
え
て
か
ひ
あ
る
思
ひ
か
は	

宗
柳

ま
れ
な
る
中
の
人
の
音
信	

祐
心

か
は
ら
ん
と
な
さ
け
や
か
け
し
お
ほ
つ
か
な	

空
盛

い
つ
ま
て
か
く
は
な
か
ら
へ
も
せ
ん	

良
鉄

あ
う
ら

ふ
き
つ
ゝ
君
か
千
と
せ
に
あ
ら
ま
ほ
し	

祐
心

う
へ
そ
へ
け
り
な
す
み
よ
し
の
松	

盛
誉

み
る
〳
〵
も
い
や
ふ
る
雪
は
は
ら
は
れ
す	

一

〔
甲
・
れ
〕
（
友
）□

い
か
な
る
か
た
に
駒
を
と
め
ま
し	

宗

〔
甲
・
れ
〕
（
柳
）□�

（
十
丁
ウ
）

い
も
か
り
に
ゆ
け
は
心
を
空
に
し
て	

良
鉄

お
も
ひ
か
ね
て
は
あ
く
か
る
ゝ
く
れ	

空
盛

さ
か
り
な
る
花
を
野
分
や
し
ほ
る
ら
ん	

宗
柳

き
の
ふ
に
も
似
ぬ
あ
き
の
山
雲	

九
閑

か
た
ふ
き
ぬ
こ
よ
ひ
の
月
は
猶
も
お
し	

重
世

た
な
は
た
つ
め
は
ま
れ
の
契
り
そ	

盛
政

か
た
れ
た
ゝ
へ
た
て
な
き
こ
そ
友

〔
甲
・
れ
〕な
□（

ら
め
）□	

宗

〔
甲
・
れ
〕
（
也
）□

た
れ
も
む
か
し
を
お
も
ひ
出
け
り	

□

〔
甲
・
れ
〕
（
祐
心
）□�

（
十
一
丁
オ
）

浅
茅
生
に
春
を
忘
れ
ぬ
花
を
見
て	

盛
誉

か
す
む
と
も
よ
し
あ
し
引
の
山	

一
友

岡
三
　

こ
え
の
道
の
し
る
へ
や
よ
ふ
こ
鳥	

空
盛

た
つ
き
も
あ
ら
ぬ
旅
は
う
か
ら
ん	

盛
誉

風
あ
れ
て
よ
る
か
た
遠
き
沖
つ
舟	

祐
心

な
ま
め
か
る
ゝ
も
そ
れ
と
床
し
も	

良
鉄

わ
す
ら
れ

〔
れ
〕ぬ※
□（

面
）

影
と
見
る
を
み
な
へ
し	

空

〔
甲
・
れ
〕
（
盛
）□

わ
け
し
さ
か
野
の
か
へ
る
さ
の
月	

宗

〔
甲
・
れ
〕
（
柳
）□�

（※
〔
甲
〕
（
俤
）



十
一
丁
ウ
）

ふ
る
さ
と
の
秋
を
お
も
へ
は
哀
に
て	

良
鉄

夢
の
う
ち
に
も
夢
の
世
そ
か
し	

九
閑

暮
や
す
き
春
を
小
蝶
や
し
た
ふ
ら
ん	

宗
柳

青
葉
に
二
つ
三
つ
も
な
き
花	

一
友

ち
り
残
る
藤
を
や
よ
ひ
の
名
残
に
て	

盛
誉

ち
り
う
ち
は
ら
ふ
池
の
さ
ゝ
な
み	

重
世

を
し
か
も
の
と
も
ね
に
お
る
ゝ
数〔

甲
・
れ
〕

お
ほ
□（

み
）	

□

〔
甲
・
れ
〕
（
盛
政
）□

往
来
た
え
た
る
み
ち
の
一
す
ち	

□

〔
甲
・
れ
〕
（
宗
也
）


□�

（
十
二
丁
オ
）
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ふ
三
う
ら
　し
お
か
む
神
の
ゐ
か
き
の
前
渡
り	

九
閑

も
み
ち
に
ま
し
る
袖
の
色
〳
〵	

空
盛

か
り
は
こ
ふ
秋
の
山
柴
露
ふ
か
み	

盛
誉

き
り
間
た
ひ
〳
〵
時
雨
ゆ
く
比	

祐
心

ゆ
ひ
を
さ
す
め
ち
を
は
な
る
な
三
日
の
月	

九
閑

あ
た
に
は
せ
し
の
法
の
こ
と
は
り	

良
鉄

生
る
ゝ
は
稀
な
る
身
と
し
き
く
物
を	

□

〔
甲
・
れ
〕
（
祐
心
）□

た
の
し
ひ

〔
れ
〕

さ（
さ
そ
な
）

ま
て
天
に
す
む
人	

宗

〔
甲
・
れ
〕
（
柳
）□�

（
十
二
丁
ウ
）

を
よ
は
ぬ
も
か
く
る
心
や
大
和
う
た	

宗
也�

※〔
甲
〕（
み
嘸
な
） 

お
も
ひ
を
つ
く
す
恋
は
か
な
し
も	
空
盛

一
筆
も
今
は
何
と
か
か
き
か
へ
ん	
重
世

ま
つ
に
つ
れ
な
く
時
は
過
て
よ	

一
友

橘
も
ち
ら
は
あ
や
な
し
郭
公	

宗
柳

音
す
さ
ま
し
き
五
月
雨
の
雨	

盛
誉

軒
な
　

ち
か
く
た
え
ぬ
な
か
れ
や
滝
つ
波	

宗
也

い
つ
く
か
う
つ
す
庭
の
つ
き
や
ま	

九
閑�

（
十
三
丁
オ
）

ふ
る
き
絵
の
残
る
跡
こ
そ
あ
は
れ
な
れ	

祐
心

か
し
こ
か
り
し
も
も
と
め
す
は
や
は	

宗
柳

た
ゝ
し
き
に
お
さ
ま
る
国
の
政	

盛
政

こ
ゝ
ろ
よ
こ
ひ
に
な
と
み
た
す
ら
ん	

盛
誉

か
た
い
と
の
よ
る
〳
〵
わ
ふ
る
物
お
も
ひ	

空
盛

け
ふ
り
は
う
す
き
袖
の
そ
ら
た
き	

重
世

立
ち
か
へ
る
雲
は
高
ね
の
夕
間
暮	

一
友

と
ま
り
や
ま
に
は
い
か
に
か
り
人	

良
鉄�

（
十
三
丁
ウ
）

あ
ら
れ
ち
る
す
ゝ
の
し
の
原
さ
む
き
野
に	

宗
柳

な
ら
の
か
れ
葉
そ
風
に
さ
ひ
し
き	

空
盛

さ
や
か
に
も
ね
や
も
る
月
に
目
は
さ
め
て	

祐
心

ひ
と
り
あ
か
せ
は
い
と
ゝ
夜
な
か
き	

盛
誉

ま
う
ら

き
か
へ
し
お
も
ひ
を
こ
め
て
う
つ
衣	

九
閑

袖
に
そ
あ
ま
る
露
な
ら
ぬ
つ
ゆ	

盛
政

身
に
う
き
は
君
か
心
の
秋
に
し
て	

盛
誉

　

（
十
四
丁
表
・ 

裏
空
白
）

　
　
　

何
船   

慶
長
三
年
二
月
廿
一
日
於
和
哥
山（

映
脱
）森
宿 �

（
十
五
丁
オ
）

浜
の
名
の
千
里
も
か
す
む
あ
し
た
か
な	

宗
柳

の
こ
る
も
う
す
き
春
の
夜
の
月	

映
森

花
に
ね
ぬ
宿
の
灯
影
ふ
け
て	

祐
心

空
い
つ
く
よ
り
風
わ
た
る
ら
む	

小
泉

ゆ
く
〳
〵
も
猶
さ
む
か
れ
や
旅
の
袖	

九
閑

分
く
ら
す
な
る
野
路
の
は
る
け
さ	

空
盛

急
雨
の
雲
は
見
る
〳
〵
や
ま
越
て	

盛
誉

ほ
と
ゝ
き
す
を
そ
又
ま
た
れ
ぬ
る	

盛
政�

（
十
五
丁
ウ
）

か
た
え
よ
り
ち
れ
は
咲
つ
く
卯
木
原	

宗
也
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と
こ
ろ
〳
〵
を
か
き
ほ
な
る
さ
と	

良
鉄

露
に
い
ま
ふ
り
か
は
り
ぬ
る
秋
の
霜	

九
佐

月
に
し
あ
ら
ぬ
ひ
か
り
も
そ
そ
ふ	

　

柳

さ
ひ
し
く
も
う
つ
音
す
な
り
さ
夜
衣	

　

森

誰
す
む
と
な
き
浅
茅
生
の
陰	

　

心

く
る
ゝ
よ
り
折
た
く
し
は
し
た
え
や
ら
て	

　

泉

雲
ふ
き
か
へ
す
風
の
は
け
し
さ	

　

閑�

（
十
六
丁
オ
）

日
影
さ
す
み
ね
に
や
雪
の
晴
ぬつ

ら
〃

ん	

　

盛

松
は
ふ
も
と
に
時
雨
て
そ
行	

　

誉

う
つ
蝉
の
な
き
た
つ
か
た
は
ち
か
か
れ
や	

　

政

し
の
ふ
も
そ
て
の
な
み
た
に
や
し
る	
　

也

な
に
と
な
く
人
待
暮
の
我
か
お
も
ひ	

　

鉄

あ
ふ
ま
て
と
の
み
た
の
む
な
か
た
ち	

　

佐

今
宵
し
も
月
に
む
か
へ
は
も
の
さ
ひ
し	

恵
休

秋
は
か
き
り
の
岡
の
へ
の
い
ほ	

　

政�
（
十
六
丁
ウ
）

霜
は
は
や
お
く
て
の
稲
葉
か
り
直
し	

　

柳

鴫
た
つ
あ
と
の
水
の
ひ
と
す
ち	

　

泉

は
る
か
に
も
沢
ゆ
く
な
か
れ
橋
見
え
て	

　

心

末
を
そ
お
も
ふ
東
路
の
た
ひ	

　

盛

憂
事
も
み
や
こ
出
す
は
誰
し
ら
ん	

　

誉

す
た
れ
に
の
こ
る
け
さ
の
お
も
影	

　

鉄

忍
ふ
れ
は
よ
そ
目
あ
や
し
き
小
車
に	

　

佐

こ
ふ
る
あ
た
り
は
風
も
な
つ
か
し	

　

森�

（
十
七
丁
オ
）

む
ら
〳
〵
に
打
な
ひ
き
た
る
柳
陰	

　

閑

雲
も
さ
く
ら
の
か
つ
ら
き
の
み
ね	

　

誉

鶯
の
こ
ゑ
よ
り
か
す
む
夜
は
明
て	

　

盛

夢
は
さ
め
つ
ゝ
出
る
か
り
ふ
し	

　

也

か
へ
る
さ
に
な
れ
は
心
も
い
そ
か
れ
ぬ	

　

政

た
ゝ
ん
う
き
名
を
猶
お
も
ふ
中	

　

心

契
り
し
も
初
は
あ
さ
き
物
な
れ
や	

　

閑

く
み
こ
そ
な
る
れ
山
の
井
の
水	

　

柳�

（
十
七
丁
ウ
）

入
て
よ
り
日
数
ふ
り
ぬ
る
室
の
戸
に	

　

也

あ
は
れ
は
雪
の
小
野
の
さ
と
人	

　

誉

道
〳
〵
を
あ
ま
り
な
け
く
は
く
る
し
く
て	

友
清

あ
す
を
も
し
ら
ぬ
浮
世
か
な
し
も　

	

　

森

さ
き
し
よ
り
風
待
花
を
お
も
へ
た
ゝ	

　

柳

を
く
露
ふ
か
き
松
の
藤
か
え	

　

盛

波
か
す
む
砌
の
池
に
雨
落
て	

　

心

く
ゝ
る
や
水
に
あ
そ
ふ
に
ほ
鳥	

　

誉�

（
十
八
丁
オ
）

ひ
と
り
の
み
月
を
よ
す
か
に
い
さ
な
ひ
ぬ	

　

泉

な
み
た
わ
ひ
し
き
長
夜
の
床	

　

盛

と
ひ
く
や
と
こ
ゝ
ろ
さ
は
か
す
荻
の
こ
ゑ	

　

佐

な
か
は
に
過
し
年
と
こ
そ
な
れ	

　

泉

徒
に
ふ
り
行
我
身
い
か
ゝ
せ
ん	

　

誉
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け
ふ
も
聞
ぬ
る
入
相
の
か
ね	

元
泰

花
に
日
を
し
つ
け
く
道
は
春
の
山	

　

盛

さ
へ
つ
る
鳥
の
ち
か
き
柴
の
戸	

　

心�

（
十
八
丁
ウ
）

外
面
に
は
つ
みも

　
りか

〃
　
〃

し
雪
や
残
る
ら
ん	

　

柳

い
く
た
ひ
な
れ
や
さ
ゆ
る
半
天	

　

也

木
か
ら
し
に
月
は
澄
つ
ゝ
夜
は
更
て	

　

誉

ま
く
ら
と
る
ま
にの

秋
〃

の
う
た
ゝ
ね	

　

閑

露
を
袖
に
物
お
も
ふ
わ
さ
と
人
は
見
よ	

　

盛

身
に
し
む
き
り
の
た
ち
も
こ
そ
ゆ
け	

　

森

野
を
ひ
ろ
み
夕
〳
〵
に
打
出
て	
祐
之

さ
く
ら
ん
と
の
み
と
こ
な
つ
の
色	
　

泉�

（
十
九
丁
オ
）

す
ゝ
し
き
は
ち
り
を
も
す
へ
ぬ
莓
の
庭	

　

誉

水
は
岩
こ
す
音
の
さ
や
け
さ	

　

柳

道
遠
み
つ
か
れ
や
す
る
と
駒
と
め
て	

　

鉄

を
く
る
ゝ
あ
と
の
友
を
こ
そ
ま
て	

　

也

詠
れ
は
つ
ね
に
雲
い
る
高
ね
か
は	

　

閑

よ
川
の
奥
に
ふ
か
き
杉
村　

	

　

心

聞
た
に
も
を
こ
な
ひ
人
は
哀
に
て	

友
清

ぬ
か
つ
く
こ
ゑ
そ
翁
さ
ひ
た
る	

　

誉�

（
十
九
丁
ウ
）

衣
々
の
末
も
か
は
る
な
う
き
契
り	

　

也

こ
ゝ
ろ
み
た
れ
は
月
に
か
こ
た
ん	

　

鉄

花
す
ゝ
き
ほ
に
出
て
こ
そ
見
る
へ
け
れ	

　

閑

野
は
む
し
鳴
て
暮
初
る
空	

　

盛

と
ひ
よ
れ
は
今
身
の
さ
か
の
い
か
は
か
り	

　

泉

奥
な
る
山
に
庵
や
し
め
ま
し	

　

柳

炭
か
ま
の
け
ふ
り
か
す
か
に
打
な
ひ
き	

　

泰

沖
に
み
な
れ
ぬ
浪
そ
立
行	

　

森�

（
二
十
丁
オ
）

追
風
や
ま
か
ち
し
け
ぬ
く
松
浦
舟	

　

也

袖
ふ
り
か
へ
し
し
た
ひ
も
や
せ
ん	

　

鉄

た
の
め
て
も
末
し
ら
ぬ
こ
そ
何
は
な
れ	

　

心

身
に
あ
ふ
ま
て
の
い
の
ち
と
も
か
な　

	

　

誉

も
り
き
し
の
恵
み
を
お
も
ふ
君
か
代
に	

　

柳

十
代
の
小
田
も
つ
く
り
か
よ
は
ん	

　

鉄

里
人
は
夕
に
笠
を
か
た
ふ
け
て	

　

森

お
ち
ふ
れ
き
て
の
す
か
た
何
そ
も	

　

閑�

（
二
十
丁
ウ
）

あ
さ
く
ま
や
か
ゝ
み
の
宮
ゐ
仰
み
ん	

　

鉄

水
吹
な
か
し
清
き
神
か
せ	

　

政

う
か
ひ
つ
ゝ
浪
に
涼
し
き
秋
の
月	

　

心

や
な
き
の
下
葉
今
や
ち
る
ら
し	

　

柳

夕
き
り
の
し
つ
く
は
露
の
ふ
か
□
□
て	

　

閑

霜
を
き
わ
た
す
か
け
は
し
の
末	

　

森

見
て
も
さ
へ
の
ほ
ら
は
い
か
に
つ
ゝ
ら
折	

　

政

た
く
火
の
か
け
の
う
つ
る
古
寺	

　

也�

（
二
十
一
丁
オ
）

磯
き
は
に
舟
や
と
め
け
ん
難
波
か
た	

　

柳
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入
江
を
遠
み
し
ほ
そ
み
ち
く
る	

　

心

花
あ
ら
は
い
つ
く
と
て
し
も
ゆ
か
ま
ほ
し	

　

鉄

と
も
な
ひ
あ
か
ぬ
と
し
〳
〵
の
春	

　

盛

宗
柳　

十
一　
　

映
森　

八　
　
　

祐
心　

十

小
泉　

七　
　
　

友
清　

二　
　
　

九
閑　

九

空
盛　

十　
　
　

盛
誉　

十
一　
　

盛
政　

六

宗
也　

九　
　
　

良
鉄　

九　
　
　

九
佐　

四�

（
二
十
一
丁
ウ
）

恵
休　

一　
　
　

元
泰　

二　
　
　

祐
之　

一

続
十
五
首
和
哥�

（
二
十
二
丁
オ
）

　
　

行
路
霞

山
か
く
す
春
の
か
す
み
を
は
る
〳
〵
と

わ
け
て
の
き
路
の
旅
を
し
そ
お
も
ふ	

祐
心

　
　

餘
寒
雪

山
松
の
木
す
ゑ
も
さ
え
て
ふ
る
雪
は

お
の
へ
に
か
す
む
花
か
と
そ
お
も
ふ	

安
柄

　
　

山
家
梅

朝
ほ
ら
け
霞
み
わ
け
ゆ
く
山
さ
と
は�

（
二
十
二
丁
ウ
）

立
よ
る
は
か
り
梅
か
香
そ
す
る	

盛
誉

　
　

浦
春
月

花
な
ら
は
お
り
て
や
見
せ
ん
見
ぬ
人
に

和
哥
の
浦
半
の
春
の
よ
の
月	

九
佐

　
　

帰
雁
遥

古
郷
の
春
い
か
な
れ
は
か
り
か
ね
の

秋
来
し
空
に
か
へ
り
行
ら
む	

盛
政

　
　

遠
見
花�

（
二
十
三
丁
オ
）

か
す
め
る
を
花
の
し
る
へ
と
な
か
め
せ
ん

遠
山
も
と
の
春
の
明
ほ
の	

空
盛

　
　

惜
落
花

磯
山
の
松
に
ま
し
り
て
さ
く
花
を

あ
ら
し
の
さ
け
ふ
こ
と
を
し
そ
お
も
ふ	

宗
柳

　
　

春
山
田

あ
ら
小
田
を
あ
ら
す
き
か
へ
し
せ
く
水
の

な
か
れ
も
す
め
る
春
の
山
さ
と	

祐
心

　
　

河
款
冬�

（
二
十
三
丁
ウ
）

や
ま
ふ
き
の
さ
き
て
か
ほ
れ
る
川
岸
は

水
に
も
春
の
色
は
見
え
け
り	

宗
也

　
　

暮
春
藤

木
々
は
み
な
う
つ
ろ
ひ
行
は
藤
の
花

か
さ
せ
し
春
を
残
し
つ
る
か
な	

良
鉄

　
　

関
路
鶏�

（
二
十
四
丁
オ
）

□（
都
ヵ
）見
し
関
路
の
夢
は
鳥
の
□

（
こ
ゑ
ヵ
）□
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あ
ら
た
め
て
行
旅
の
空
か
な	

盛
政

　
　

渡
待
舟

河
な
み
に
な
か
れ
て
を
そ
き
渡
し
舟

ま
ち
そ
か
ね
た
る
春
の
夕
暮	

頼
長

　
　

旅
宿
夢

夜
な
く
の
旅
ね
に
見
え
し
古
里
の

ゆ
め
の
た
ゝ
ち
に
う
つ
ゝ
と
も
か
な	

空
盛

　
　

海
眺
望�

（
二
十
四
丁
ウ
）

見
て
も
又
く
も
と
そ
お
も
ふ
□（

敷
ヵ
）□

南
の
海
の
春
の
あ
け
ほ
の	
盛
誉

　
　

寄
神
祝

こ
ゝ
に
神
い
つ
の
世
よ
り
か
跡
た
れ
て

あ
ふ
き
き
ぬ
ら
ん
玉
津
嶋
□

（
山
ヵ
）

 	

宗
柳

こ
と
は
さ
に
云　
　
　
　
　
　
　
　
　

陪
玉
津
嶋
神
前
当
座

　

慶
長
三
年
二
月
廿
二
日

２ 

慶
長
三
年
「
陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌
」

陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
哥

　
　

月
多
秋
友 

一
番
左
勝	

英
剱

月
か
け
の
四
方
に
あ
ま
ね
き
秋
の
夜
は

磯
も
と
も
な
ひ
詠
や
は
せ
んぬ

歟

　
　
　
　
尤
殊
勝
候
、
せ
ぬ
と
候
て
よ
ろ
し
く
候
歟
、

　
　

月
前
松
風 

右　	

照
（
賀
月
道
慶
）
誉

葛
城
や
月
を
し
か
こ
ふ
木
間
よ
り

琴
の
音
か
よ
ふ
み
ね
の
松
か
せ

　
　
　
　
此
御
詠
も
よ
ろ
し
き
や
う
に
候
へ
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
の
御
哥
い
さ
ゝ
か
ま
さ
り
候
歟
、

　
　

月
下
擣
衣 

二
番
左	

盛（
多
賀
）勝

た
く
ひ
な
き
月
の
ひ
か
り
を
待
取
て

あ
け
は
つ
る
ま
て
う
つ
衣
か
な

　
　
　
　
や
す
ら
か
に
候
て
珍
重
候
歟
、

　
　

海
辺
秋
月 

右　	

盛（
新
川
）政

あ
ま
衣
い
か
ゝ
し
ほ
る
ゝ
松
嶋
や

夜
ふ
か
き
月
と
も
し
ほ
く
む
と
に

　
　
　
　
面
白
候
、
し
か
ら
は
持
た
る
へ
く
候
歟
、

　
　

湖
上
月
明 

三
番
左	

英
剱

秋
風
に
水
の
水
上
霧
は
れ
て

ひ
か
り
さ
や
か
に
月
や
す
む
ら
ん

　
　
　
　
河
上
月
・
水
辺
月
さ
て
も
如
此
た
る
へ
き
歟
、
湖
の
字
の
心
い
さ
ゝ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
度
候
歟
、

　
　

古
寺
残
月 

右　	

盛
政

法
の
師
の
ぬ
か
つ
く
こ
ゑ
も
古
寺
の

軒
端
に
月
の
残
る
比
か
な
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右
勝
た
る
へ
き
歟
、

　
　

深
夜
暁
月 

四
番
左
勝	

盛
勝

ふ
く
る
夜
は
入
ぬ
と
人
や
お
も
ふ
ら
ん

雲
間
に
や
と
る
あ
か
つ
き
の
月

      

哥
さ
ま
右
よ
り
は
い
さ
ゝ
か
ま
さ
り
候
歟
、

　
　

野
月
露
凉 

右	

照
誉

野
を
ひ
ろ
み
千
種
に
う
つ
り
来
て

露
の
玉
を
く
小
篠
す
ゝ
し
も

      

此
御
詠
も
難
な
く
候
、
し
か
れ
と
も
夏
の
歌
に
て
も
あ
る
へ
く
候
歟
、

　
　

田
家
見
月 

五
番
左	

英
剱

も
る
人
も
見
て
や
をお

と
ろ
く
秋
の
田
の
お

か
り
ほ
の
露
にの

歟

月
の
さ
や
け
さ

      

御
詠
よ
ろ
し
く
候
、
露
に
と
候
て
よ
く
候
歟
、

　
　

河
月
似
氷 

右	

盛
（
日
根
野
）次

山
川
の
な
か
れ
に
う
か
ふ
月
影
を

む
す
ふ
氷
と
た
れ
か
見
さ
ら
ん

      

此
御
哥
も
尤
珍
重
候
也
、
持
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詠
之
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連
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・
和
歌
書
留
」　
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